
５ 号 

令和２年（2020 年）８月２４日 

豊中市立東豊台小学校長 瀧田益大 

 

 

 

 

 

  

  

  

 短い期間でしたが夏休みが終わり、児童たちの元気な声が学校に戻ってきました。 

今年の夏休みは、コロナウイルス感染拡大で、帰省するか、近場に出かけるか、または、巣ごもりす

るか迷われた方もいたのではないでしょうか。皆さん、いかがお過ごしでしたでしょうか。 

 さて、今日から２学期が始まりますが、１学期に引き続き、感染症対策、熱中症対策、そして、台風

対策が欠かせないと考えています。「対策」一辺倒です。しかし、こんな時期であるからこそ、笑顔で

明るく、希望をもって過ごしていきたいものです。その根源になるのは、周囲の人々への感謝、生きて

いること、生かされていることへの感謝であるかと思います。 

 最後になりますが、今学期も教職員でワンチームとなり、児童の教育にあたって参ります。なにとぞ、

本校教育へのご理解、ご支援をよろしくお願い申しあげます。 

●東豊台小学校における 「キャリア・パスポート」 の取り組みについて （説明とお願い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 『敬老の集い』の中止について 
 例年、3年生児童が、合唱や合奏で出演していた、豊中市社会福祉協議会主催の「敬老の集い」が、

今年度は新型コロナウイルス感染予防の観点から中止となりました。地域のお年寄りの方々に次世代を

担う児童たちのエネルギ－をお贈りしたかったのですが、命や健康は何事にも代えることができません。

中止になりましたことを改めてお知りおきください。 

 

□ 豊中市スクール・サポート・スタッフが本校に配置されます。 
 豊中市では、新型コロナウイルス感染症の防止対策の一環として、市内小中学校で先生の業務をサポ

ートしていただくスタッフの方を募集しています。そこでこのたび、8月 26日から本校にスタッフさん

が配置されることになりました。週 5日、9時～13時の間、消毒や清掃業務を担っていただきます。先

生たちの子どもに向き合う時間の確保・充実の一助につながればと願います。 

２０２０年度より、全国の小・中学校・高等学校において「キャリア・パスポート」を導入すること

になりました。「キャリア」においては、人が生涯さまざまな役割を果たす過程で、自らの役割の価

値や自分と社会（他者）との役割の関係を見出していく連なりや積み重ねが「キャリア」の意味す

るところであるとの定義があります。そして「キャリア・パスポート」の目的は、小学校から高等学

校を通じて、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、ふり返ったりして自己評価を行うと

ともに、主体的に学びに向かう力を育み自己実現につなぐことです。 

東豊台小学校では、学期はじめに目標を立て、学期終わりに振り返りを行っていきます。また

運動会や学習発表会、また、高学年では泊を伴う学校行事でも振り返りを行います。一人ひとり

が自己の成長に気づき、次のステップへと成長を促していくものにしていきます。 

６年間蓄積していくキャリア・パスポートは、個人用ファイル（学校予算で購入済み）にとじてい

きます。「キャリア・パスポート」で扱うのは、「学校生活全体及び家庭、地域における学びを含む

内容」とされています。教科・科目のみ、学校行事等のみの自己評価とならないよう①教科学習

②教科外活動③学校外の活動の３つの視点で振り返り、特別活動を要としつつ、各教科・科目等

と学びが往還していることを子ども達が認識できることが大切です。おうちの人からのメッセー

ジを年１回記入していただく欄もありますので、ぜひ、家庭でのお子様の成長の様子をご記入い

ただきますよう、ご理解とご協力をお願いいたします。 


